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碧南市地域農業再生協議会 議事録 

 

１ 開催日時 

令和６年４月２４日（水）午後３時１５分から午後３時５０分まで 

２ 場所 

碧南市役所７階 議員大会議室 

３ 現在会員数 

会員２３名、監事２名 

４ 出席会員数 

会員１９名、監事２名 

神谷 昌明（副会長）山中 力四郎   市古 昭子     黒田 実 

長谷部 実     藤浦 利吉    金子 さか江    三島 孝二 

石川 清勝     永井 是充    新美 康弘     加藤 浩孝 

下島 良一     杉浦 孝明    磯貝 孝弘     山中 光弘 

鈴木 良樹     野村 勝己    生田 和重     永坂 男（監事）

原田 孝司（監事） 

５ 出席事務局 

事務局長（碧南市農業水産課長）        牧 勝彦 

事務局（碧南市農業水産課課長補佐）      齋藤 静絵   

事務局（碧南市農業水産課農政振興係主査）   北村 信晃 

６ オブザーバー 

  東海農政局愛知支局より３名 

７ 傍聴人 

  ０名 

８ 議事とその結果 

【事務局】 

～本協議会の成立を報告～ 

【会長】 

あいさつ  

【事務局】 
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ありがとうございました。規約第１３条第２項により、議長は会長とするため、こ

こからの進行は、会長の代理として副会長よりお願いします。 

【副会長】 

それでは規約に基づきまして議長を務めさせていただきます。円滑な進行に協力を

お願いいたします。まず始めに議事録署名人を選任します。私から指名させていただ

いてよろしいですか。 

【会員】 

異議なし。 

【議長】 

それでは今回の議事録署名人は長谷部実様と藤浦利吉様にお願いいたします。 

【議長】 

それでは議事に入ります。第１号議案「令和５年度事業報告及び収支決算につい

て」事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

～第１号議案説明～ 

   ここで監査報告をお願いします。 

  【監事】 

   去る３月２５日に監事２名による監査を行いました。 

   通帳、帳簿等、関係書類を監査いたしましたが、適正に事務処理がなされているこ

とを確認しましたので御報告いたします。監査報告は以上です。 

【議長】 

ありがとうございました。ただいま事務局と監事からの説明が終わりました。これ

より質疑に入りたいと思いますが何かご質問等ございますでしょうか。 

  【会員】 

   ９ページの化学肥料低減定着対策事業交付金の決算書について、予算額と決算額の

差が開いている理由はなにか。 

  【事務局】 

   当時事業が急遽開始されたこともあり、想定される補助額を算定する時間も少なか

ったため、予算上程の際には県からの補助上限額の５００万円を予算額とさせていた

だいたという経緯がございます。そのため、実際の決算額と差が生じております。 
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  【会員】 

   化学肥料低減定着対策事業交付金の交付対象となっている肥料を使用した場合の散

布面積は程度になるか。 

  【事務局】 

   概ね１トンあたり面積換算すると１反程度と聞いております。 

  【会員】 

   １ページの飼料用米取組事業について、令和５年度の飼料用米の収量結果はどの程

度だったか。 

  【事務局】 

   国からの通知があり、収量結果としては４，５０５kgでした。 

【議長】 

   他にございますでしょうか。特段ないということでございますので、第１号議案に

つきまして、承認される方は挙手をお願いいたします。挙手全員ということでござい

ますので、第１号議案を承認いたします。続きまして、第２号議案「令和６年度事業

計画及び収支予算について」事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

～第２号議案説明～ 

【議長】 

ただいま２号議案につきまして説明が終わりました。これより質疑に入ります。何

かご質問等ございますか。 

  【会員】 

   飼料用米の取組の際には経済連が需要者と契約するとされているが、契約相手は誰

になるのか。 

  【事務局】 

   現状では正確にお聞きはしておりませんが、基本的には畜産関係者との契約になる

と思われます。 

  【会員】 

   今後の会議にて契約相手が誰になるか教えてもらいたい。 

  【事務局】 

   承知しました。 
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  【議長】 

他にございますでしょうか。特段ないということでございますので、第２号議案に

つきまして、承認される方は挙手をお願いいたします。挙手全員ということでござい

ますので、第２号議案を承認いたします。 

これで議案につきましては、全て審議を終えましたが、引き続き その他 という

ことで何かございますか。 

  【事務局】 

   ～その他 説明～ 

【議長】 

ただいま事務局からの説明が終わりました。何かご質問等ございますでしょうか。 

特段ないということでございますので その他 につきましては以上とさせていた

だきます。また、オブザーバーとして東海農政局の方にお越しいただいておりますの

で、昨今の状況等についてお話いただけないでしょうか。 

  【オブザーバー】 

   ～食料・農業・農村基本法の改正状況等について説明～ 

【議長】 

ありがとうございました。何かご質問等ございますか。 

  【会員】 

   今回の資料で農地の貸し借りが農地バンク経由になるとあり、農業者が使いやすく

するために農地を集約していくような旨のことが書いてあるが、こんなことは机上の

空論のように感じる。碧南の農地でそんなことができると思っているのか。実現性が

あるとは思えない。 

【事務局】 

昨年度から人・農地プランに代わる地域計画の策定のため、３月からアンケート調

査を実施しました。おっしゃられるように碧南の事情でこの資料のようなことができ

るかというと、かなりハードルが高いと思います。それを今すぐ行うということでは

ございません。時代の流れとともに徐々に進めていければと考えておりますので、御

理解いただきますようお願いします。 

  【会員】 

   東海農政局から答弁してほしい。 
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  【オブザーバー】 

先ほど事務局様からご回答いただいたとおりでございますが、おっしゃられるよう

にこの資料のようなことがすぐにできるかというとかなり難しいとは思います。ただ、

これを機に現状を理解していただくということも大事であると考えております。１０

年後、２０年後にその農地に担い手がいるかということを考えていただき、やはり担

い手さんは少なくなっていくことが予想されるため、かなりハードルは高いですがよ

り効率的に耕作できるように将来的にはこのような形になるようにできればと考えて

おります。また、地域計画についても今回で完成というわけではなく、その都度徐々

に見直しをしていただき、より良いものにしていただければと考えております。 

【会員】 

   碧南の場合は、土地を大きくして集約するだけで良い農作物が採れるかというとそ

うではないと思う。暗渠排水を設置する等、一定のレベルで整備しないとうまく排水

ができない農地もあるわけだから、面積だけを集約させるだけでなくて、予算を国が

ちゃんと付けてそれらの整備ができるようにしてもらわないと。ただ、国が音頭をと

って土地の貸し借りをバンク制にするだけでは農家は面倒なだけなので、すぐにでな

くても徐々に予算を付けてもらって、良い農地を作っていくということも併せてやっ

てもらわないといけないと思う。よろしくお願いします。 

【オブザーバー】 

御意見ありがとうございます。効率的に耕作しようと思うと、区画を大きくする等

いろいろと課題があるかと思います。こちらの資料にあるように農地バンクを経由し

て貸し借りをしていただきますと、国の方でも基盤整備の予算建てもしております。

ただ、地域での話し合いをしていただき御理解をいただいてからでないと進まない話

ではありますので、地域計画策定の中で国の事業の活用も含めて是非御検討いただけ

ればと思います。必要があれば我々も説明に挙がらせていただきますのでよろしくお

願いします。 

【会員】 

   いただいた資料の最初のページの（１）の文中に記載されている合理的な価格で安

定的に供給、という表現は抽象的でわかりにくいように感じる。また、最近国会でも

盛んに農産物の適正価格というのは話題になっていると思う。この適正価格というの

を国がしっかり決めていただかないといけないと感じるが、どのようにお考えか。 
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  【オブザーバー】 

法律については現在衆議院を通過したところですが、その審議の過程における農林

水産委員会にて合理的な価格や食品安定等の１２の付帯決議がなされておりまして、

これについては法案が整理されれば決められていくと思いますが、対処方法も含めて

具体的に政府がしっかり行いなさいと出ておりますので、政府としても責任を持って

そちらを進めていくと思います。今回伺った御意見についても上局に伝えていきたい

と考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

  【議長】 

ありがとうございました。それでは、これをもちまして碧南市地域農業再生協議会

を閉会いたします。慎重な審議をありがとうございました。 

 

～午後３時５０分 終了～ 

 


